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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 13,330 △19.9 △918 ― △746 ― △490 ―
21年3月期第1四半期 16,648 ― △203 ― 3 ― △168 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △7.96 ―
21年3月期第1四半期 △2.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 140,813 79,892 53.2 1,216.79
21年3月期 156,653 79,791 47.8 1,216.10

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  74,960百万円 21年3月期  74,927百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
― ― 10.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

52,100 10.8 890 △28.4 1,130 △26.7 310 △32.1 5.03

通期 154,800 △1.3 8,000 △11.4 8,800 △11.9 4,600 △15.1 74.67
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、４ページ【定性的情報・財務諸表】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 65,337,219株 21年3月期  65,337,219株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  3,732,492株 21年3月期  3,724,291株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 61,607,681株 21年3月期第1四半期 61,681,805株
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定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の国内経済は、国の経済対策により持ち直しの動きがみられるものの、雇用の急速な悪化、世界的な

金融危機の影響や世界景気の下振れ懸念、金融資本市場の影響などにより景気の先行きは厳しい状況が続くものと思

われます。当建設業界における受注環境は、公共投資は堅調に推移しているものの、企業収益が大幅に減少している

ことから民間設備投資は減少しており、受注競争の激化から厳しい状況が続いております。 

      このような状況の中で、当社グループは「日本電設３ヶ年経営計画2009」の施策に沿い、グループを挙げて新規 

  工事の受注確保に鋭意努力しました結果、当第１四半期の連結受注高は320億円（前年同期比82％）となり、連結 

  売上高は133億円（前年同期比80％）となりました。 

   利益については、工事原価の低減を推進しましたが、連結営業損失は９億18百万円（前年同期は同２億３百万 

    円）、連結経常損失は７億46百万円（前年同期は連結経常利益３百万円）となりました。また連結純損失は４億90 

    百万円（前年同期は同１億68百万円）となりました。 

   なお、当社グループの業績の特性として、販売費及び一般管理費等の固定費は１年を通じて恒常的に発生するも 

  のの、売上高は第４四半期に集中する季節的要因があります。 

  

   部門別の概況は次のとおりです。 

  （設備工事業） 

  鉄道電気工事部門 

   主な得意先である東日本旅客鉄道株式会社を始めとするＪＲ各社、鉄道・運輸機構、公営鉄道及び民営鉄道など 

  に対して組織的営業を積極的に展開し受注の確保に努めた結果、連結受注工事高は214億円（前年同期比95％）とな 

    り、連結完成工事高は84億円（前年同期比80％）となりました。 

  

  一般電気工事部門 

   厳しい受注環境のもと顧客指向に基づいた積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めた結果、連結受注工事高 

  は48億円（前年同期比52％）となり、連結完成工事高は27億円（前年同期比80％）となりました。 

  

  情報通信工事部門 

   厳しい受注環境のもと全国的な受注拡大を図り積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めた結果、連結受注工  

  事高は52億円（前年同期比78％）となり、連結完成工事高は15億円（前年同期比75％）となりました。 

  

  （その他の事業） 

   電気設備の設計及びソフトウェアの開発等により、連結受注高は４億円（前年同期比94％）となり、連結売上高 

  は５億円（前年同期比99％）となりました。 

  

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債、純資産の状況に関する分析 

（流動資産） 

 当第１四半期末における流動資産の残高は、887億68百万円（前連結会計年度末は1,060億33百万円）となり、172

億64百万円減少しました。増加の原因の主なものは、有価証券の増加（29億99百万円から159億99百万円へ129億99百

万円増）及び未成工事支出金等の増加（227億５百万円から351億76百万円へ124億70百万円増）であります。減少の

原因の主なものは、受取手形・完成工事未収入金等の減少（645億95百万円から146億45百万円へ499億49百万円減）

であります。 

  

（固定資産） 

 当第１四半期末における固定資産の残高は、520億45百万円（前連結会計年度末は506億20百万円）となり、14億25

百万円増加しました。増加の原因の主なものは、有形固定資産の増加（269億64百万円から272億22百万円へ２億58百

万円増）及び投資有価証券の増加（165億52百万円から183億78百万円へ18億26百万円増）であります。 

  

（流動負債） 

 当第１四半期末における流動負債の残高は、466億87百万円（前連結会計年度末は629億２百万円）となり、162億

15百万円減少しました。減少の原因の主なものは、支払手形・工事未払金等の減少（407億36百万円から273億２百万

円へ134億34百万円減）であります。 
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（固定負債） 

 当第１四半期末における固定負債の残高は、142億34百万円（前連結会計年度末は139億59百万円）となり、２億74

百万円増加しました。 

  

（純資産） 

 当第１四半期末における純資産の残高は、798億92百万円（前連結会計年度末は797億91百万円）となり、１億円増

加しました。増加の原因の主なものは、その他有価証券評価差額金の増加（８億95百万円から20億42百万円へ11億47

百万円増）であります。減少の原因の主なものは、利益剰余金の減少（594億17百万円から583億10百万円へ11億７百

万円減）であります。 

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想については、平成21年５月11日に発表いたしました業績予想から変更はありません。 

  

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   一般債権の貸倒見積高の算定については、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め 

  られるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒見積率を使用しております。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

    完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

     請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半 

    期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工 

    事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が適用された 

    ことに伴い、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から当第１四半期連結会計期間末までの進捗 

    部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例 

    法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

     なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約については工事完成基準を引き続き適用しておりま 

    す。 

     従来の方法によった場合と比べ、これによる完成工事高、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期 

    純損失に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 16,861 10,287

受取手形・完成工事未収入金等 14,645 64,595

有価証券 15,999 2,999

未成工事支出金等 35,176 22,705

繰延税金資産 3,712 3,469

その他 2,544 2,217

貸倒引当金 △171 △242

流動資産合計 88,768 106,033

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 12,361 12,555

土地 11,956 11,868

その他（純額） 2,905 2,540

有形固定資産計 27,222 26,964

無形固定資産 2,216 2,092

投資その他の資産   

投資有価証券 18,378 16,552

繰延税金資産 3,234 4,011

その他 1,330 1,338

貸倒引当金 △337 △339

投資その他の資産計 22,606 21,563

固定資産合計 52,045 50,620

資産合計 140,813 156,653

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 27,302 40,736

未払法人税等 87 3,330

未成工事受入金 13,000 8,659

完成工事補償引当金 117 120

工事損失引当金 1,728 1,742

賞与引当金 1,504 4,105

役員賞与引当金 6 43

その他 2,940 4,163

流動負債合計 46,687 62,902
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

固定負債   

退職給付引当金 12,772 12,681

役員退職慰労引当金 169 218

その他 1,291 1,059

固定負債合計 14,234 13,959

負債合計 60,921 76,861

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,494 8,494

資本剰余金 7,792 7,792

利益剰余金 58,310 59,417

自己株式 △1,679 △1,672

株主資本合計 72,917 74,032

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,042 895

評価・換算差額等合計 2,042 895

少数株主持分 4,932 4,864

純資産合計 79,892 79,791

負債純資産合計 140,813 156,653
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

完成工事高 16,648 13,330

完成工事原価 14,119 11,265

完成工事総利益 2,528 2,064

販売費及び一般管理費 2,732 2,982

営業損失（△） △203 △918

営業外収益   

受取利息 10 9

受取配当金 274 232

その他 47 45

営業外収益合計 332 286

営業外費用   

支払利息 3 －

持分法による投資損失 121 114

その他 0 0

営業外費用合計 125 114

経常利益又は経常損失（△） 3 △746

特別利益   

貸倒引当金戻入額 45 71

完成工事補償引当金戻入額 20 15

固定資産売却益 0 22

特別利益合計 66 109

特別損失   

投資有価証券売却損 － 2

減損損失 58 －

固定資産除売却損 3 0

特別損失合計 62 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

7 △640

法人税等 51 △208

少数株主利益 124 58

四半期純損失（△） △168 △490
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（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  

６．その他の情報 

 部門別受注・売上高（連結） 

 （１）受注高                                      （単位 百万円） 

 （２）売上高                                      （単位 百万円） 

  

（注）１．「（２）売上高」の「その他」は、電気設備の設計、ソフトウェアの開発及び不動産の賃貸・管理等を表示し

ており、「（１）受注高」の「その他」には、不動産の賃貸・管理等は含まれておりません。 

   ２．記載金額は消費税等抜きで表示しております。 

  

  

  

区  分 

前第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日 

  至  平成20年６月30日)

当第1四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

  至  平成21年６月30日)

比較増減 
比較増減率 

（％） 

 鉄 道 電 気 工 事 22,530 21,440 △1,090 △4.8 

 一 般 電 気 工 事 9,478 4,887 △4,590 △48.4 

 情 報 通 信 工 事 6,795 5,294 △1,501 △22.1 

 そ   の   他 447 421 △26 △5.8 

 合      計 39,252 32,044 △7,208 △18.4 

区  分 

前第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日 

  至  平成20年６月30日)

当第1四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

  至  平成21年６月30日)

比較増減 
比較増減率 

（％） 

 鉄 道 電 気 工 事 10,537 8,456 △2,080 △19.7 

 一 般 電 気 工 事 3,492 2,786 △706 △20.2 

 情 報 通 信 工 事 2,071 1,548 △523 △25.3 

 そ   の   他 546 538 △7 △1.5 

 合      計 16,648 13,330 △3,318 △19.9 
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